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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

1 0

3 1

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 12 1 3 年 分

69 分 3 年 2 2 3 年 分

分 3 年 3 3 2 年 分

分 3 年 4 20 3 年 分

分 2 年 8 4 3 年 66 分

分 3 年 9 6 3 年 分

分 2 年 7 7 3 年 分

分 3 年 11 8 3 年 58 分

HT 分 3 年 16 9 3 年 52 分

66 分 3 年 14 10 3 年 分

49 分 3 年 10 19 2 年 分

分 3 年 1 18 3 年 分

分 2 年 22 13 2 年 分 4

分 3 年 13 12 2 年 分

10 分 2 年 20 23 3 年 分

16 分 2 年 24 5 2 年 分

分 3 年 15 21 3 年 分

14 分 3 年 18 15 3 年 分 9

分 2 年 25 11 3 年 分 8

2 分 3 年 19 25 3 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 7 分 20

分 分 11

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 16 1 － 0

分 3 2 － 0

分 7 2 － 1

分 7 3 － 1

分 4 4 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(社)兵庫県サッカー協会 
兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 小川　耕司平成２３年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技 決  勝 162

日  時 2011 6 5 13 00 キックオフ 会  場   神戸ユニバー記念競技場

天  候 曇り 風 微風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 辺見  康裕 会場主任 堀口  泰司 記  録 岡本  進司 笠原  弘樹 観 衆 2,000

主  審 小川  耕司 副審１ 青柳  彰洋　　 副審２ 山崎  隆史 第４の審判員 鈴木　義章

 チーム名 kick off

4

前半

1

 チーム名

滝 川 第 二 高 校 後半 関西学院高等部
延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

○×  先 PK戦 先  ○×

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置 選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前

中村  正識 GK ＧＫ 福井  恵輔

1 亀岡  淳平 DF DF 肥後     陽

１＊ 後藤  尚仁 DF DF 林     俊彰 1

１＊ 平田  雄己 DF DF 霧嶋  貴一

高見  航太 DF DF 高見  将吾

1 1 槙島  隆介 MF MF 松村  圭悟

３＊ 3 高畑  智也 MF MF 西尾 将太朗 1 １＊

1 恵  龍太郎 MF MF 安田  有希

1* 鈴木     陸 MF MF 鎌田 竜太郎

2 札場  健太 FW FW 三船  一翔 1 2

筒井  亮磨 FW FW 留田  紫雲 2

清水  貴大 ＧＫ DF 吉田  尚弘

馬場     航 FW DF 種子  祐輔

森田  雄姿 FW DF 神吉  健太

1 木下  稜介 FW MF 石見  祥多

佐々木 慎太郎 DF MF 村主　龍平

立花  卓也 MF MF 荻野  晋吾

宮本  量介 FW MF 瀬部     樹 1

山本  和也 DF FW 村井  貫志

寺田     俊 FW ＧＫ 上原  貴史

時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半 前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間 警・退 氏　　名 事 由

43 警 高畑　智也 ラフ 16 7 9 シュート 3 6 9 12 警 霧嶋　貴一 反ス

9 5 4 Ｇ Ｋ 6 2 8 58 警 村井　貫志 ラフ

8 6 2 Ｃ Ｋ 2 3 5

10 5 5 直接ＦＫ 5 10 15

0 0 0

0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 0 0 0

00 00 0

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

得
 
点
 
経
 
過

6 滝川第二 鈴木 左 ④

48 滝川第二 後藤 右

∩ 中央 ＧＫ　 こぼれ ⑯ Ｓ

CK ⑦ ∩ 中央 ③ HS

65 関学 西尾 左 CK ⑦ S

67 滝川第二 高畑 中央 ⑱ → ⑦ S

７０+２ 滝川第二 平田 左 ⑱ → 中央 ⑪ ～ → ④ ～ S

戦評者 所 属 加古川北・三木東 氏 名 井上誠・佐野
両チームとも４－４－２だが、滝二は３トップに近く、関学は１トップ気味の立ち上がり。滝二は、サイドからの突破から速いクロスを入

れ、セカンドボールに素早く対応して主導権を握る。対する関学は、⑩三船をターゲットにFK・CKからゴールを狙う展開となる。６分、滝

二が左サイドの突破から先制すると、関学は、20分過ぎからロングボールを使った効果的な攻撃で反撃に転じたが、１－０で前半を終了。後

半、滝二は選手交代で④平田を中盤に上げ、さらに追加点を狙いにいく。48分、右サイドの突破から得たCKから追加点をあげ２－０となっ

た。関学は、⑪村井を投入し、高さを活かした攻撃で反撃を試みる。65分、左CKから1点を返し、さらにCB⑳霧嶋をFWに上げ同点を狙っ

た。その直後、３バックになった背後をつかれ、滝二が右サイドの折り返しを⑦高畑がミドルシュートを突き刺し、３－１とする。さらに、

終了間際にも④平田が得点し４－１と試合を決定づけた。全体的には、高さ・強さを兼ね備えた関学のFW陣に対して、滝二DF陣は、集中力

をとぎらさず、安定した守備力で仕事をさせなかったというゲームであった。

戦

評

[備 考]


